
楽曲と演奏からひも解く

リストと

　ベヒシュタイン
　　　のかかわり

“この 28 年間ずっと貴社のピアノを

弾き続けてきたが、

ベヒシュタインピアノは

いつでも最高の楽器だった。”

Franz Liszt Carl Bechstein

リストとベヒシュタイン、二人のかかわりについて、ピアノの

事や音色、さらには求められるピアニズムなど、このほど春秋

社より刊行しました「新版 リスト作品集」について、新しい視

点でどのように楽曲をとらえるか、どういう風に弾きこなすか

など、テクニック、全体の表現を細かく解説したこの新しい楽

譜を題材に、曲解説とリストが愛用したベヒシュタインピアノ

を使用して、加藤正人氏と広くお話ししたいと思います。

皆さまにお逢いできる事を楽しみにしております。

近藤嘉宏

20257.23wed
あさ1 0 : 3 0 開 演

9 : 4 5 開 場

近藤嘉宏

会場：サ ン ホ ー ル

7月22日（火）23日（水）
　　　プライベート・レッスン受講生募集

レクチャー・パートナー：ベヒシュタイン・ジャパン
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 加 藤 正 人

旭堂楽器店２F

受講料：2,500 円

主催）株式会社 旭堂楽器店　　協力）株式会社ベヒシュタイン・ジャパン

参加方法・詳細は裏面をご覧ください。
ウェブサイトからも確認できます。

春秋社［新版］リスト ピアノ作品集①より

最後に受講された皆様への演奏もございます。

「新版 リスト作品集」発刊記念

春秋社出版公認イベント

使用楽器：ベヒシュタインピアノ B-212

解説楽曲：ソナタ ロ短調

　　　　　メフィスト・ワルツ第１番「村の居酒屋での踊り」

巡礼の年第 1 年（スイス）S.160 より
　　　　第 1 曲「ウィリアム・テルの聖堂」 　他

https://www.asahi-do.net/news/l ist_bech_2025.htmlµ




